


























































































































































































































































いる Toronto Alexithymia Scale・20(TAS・20)(Bagby et al.,1994）や，





















ものが中心のようである（たとえば；Laneet al., 1990;0’kearney et 
al.,2005;Reffe&Terwogt,2007）。日本においても，感情への気づきを測定するた























































































この尺度は， 「社会的スキノレj，「注意の切り替えJ, 「細部への注意」， 「コ
ミュニケーションJ' 「想像力」の5つの下位尺度からなる全50項目で構成され
ている。










































総得点 社会的スキル注意の切り替え 細部への注意 コミュニケーション 想像力
全体（N=13) 21 .69(6.82) 4.4(2.69) 5.36(1.91) 4.47(2.08) 3.7(2.24) 3.61(1.76) 
男性（N=59) 2.31(6刊） 4.60(2.62) 5.30(1.84) 4.41( 1.90) 3.95(2.24) 4.02(1.71)ヰ




総得点 感情同定困難 感情伝達困難 外的思考
全体（N=113) 57.62(9.47) 19.83(5.84) 17 .23(3. 77) 20.55(4.08) 
男性（N=59) 56.31(10.04) 18.4 7(5. 7 5)** 16.83(3.66) 21.02(3. 77) 








F値 有意確率 t値 自由度 （両側） 平均値の差 差の標準誤差 τ臨 よ限
総AQ 等分散を仮 . 36 . 563 967 106 . 36 1.271 1.314 -1.34 3. 87 
定する。
等分散を仮 . 967 105. 698 36 1. 271 1. 315 -1.35 3. 878 
定しない。
社会的スキ等分散を仮 792 . 376 624 107 534 32 517 -102 1.346 
，レ 定する。
等分散を仮 . 623 106. 423 534 32 . 517 -. 702 1. 347 
定しない。
注意の切り 等分散を仮 326 . 569 .ー350 109 121 -128 364 -. 850 594 
替え 定する。
等分散を仮 -350 107. 054 727 .ー128 365 ・.851 596 
定しない。
細部への注等分散を仮 2.198 . 141 -. 294 107 769 ー18 39 -. 909 674 
意 定する。
等分散を仮 -. 293 101.543 170 -.18 . 401 -914 679 
定しない。
コミュニ 等分散を仮 08 . 929 878 109 382 373 425 -. 469 1. 216 
ケー ション定する。
等分散を仮 878 108. 689 . 382 373 425 -. 469 1.216 
定しない。
想像力 等分散を仮 . 014 . 905 2. 548 108 012 83 327 185 1将。
定する。
等分散を仮 2. 548 107. 828 . 012 83 327 185 1. 481 
定しない。
※網掛け－有意差あり





F値 有意確率 t値 自由度 （両側） 平均値の差 差の標準誤差 下限 上限
総ALEX 等分散を仮 2. 75 。10 -1. 52 10 131 2. 708 1. 780 -6. 235 818 
定する。
等分散を仮 1ー.530 109. 418 。129 -2. 708 1. 70 -6. 217 80 
定しない。
感情同定国等分散を仮 134 715 -2. 630 10 。010 -2. 831 1. 076 -4. 964 .ー698 
難 定する。
等分散を仮 -2. 632 109. 729 010 -2. 831 1. 075 -4. 962 .ー69 
定しない。
感情伝達困等分散を仮 . 07 . 932 1ー.178 10 241 -839 . 712 -2. 250 572 
幾 定する。
等分散を仮 1ー.176 108. 139 242 -. 839 白714 -2. 254 576 
定しない。
外的思考 等分散を仮 . 81 350 1.248 10 215 . 962 .10 .ー565 2. 48
定する。





下位因子を見てみると， 「想像力J(t=2.548,. df=108, pく05）において有意差が
見られ，男性の方が想像力に乏しい傾向があることが示された。
アレキシサイミア尺度全体でも男女で優位な差がないことが示された。下位







自閉症スペケトうム指数総得点 （下位）社会的スキル 作位）注意の切り替え （下品）細部への注意 作位）コミュニケー泊ン （下位）想像力
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AQ低群とした。本研究の調査対象者は AQ高群が 10名で平均値は 28.4点














































































































































































帰空襲値観 テスト 有意確率： 決定
独立サンプルに
1弔1烹i.19.a.Rを
1 やりとり感情の分布はレベルのカ よる rv1ann幽 .021 ＃ムfl』立テゴリで同じですω ¥/Vhitneyの Uの す犠定
独立サンプルに 帰無仮説を
2 他者評価感情の分布はレベルのカ よる Mann- .909 信託尺 しま子ゴリで同じですu VVhitneyの Uの す u槙定
1虫三EτナニJコi'Jレlこ 帰無仮説を
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調査対象者No. 性別 A Q指数得点 アレキシサイミア得点
No.1 男性 14 52 
No.2 男性 33 54 
No.3 女性 14 39 
No.4 女性 9 50 
No.5 男性 16 36 
No.6 男性 31 59 
No.7 女性 34 69 
No.8 男性 15 43 
No.9 男性 24 59 
No.10 男性 22 53 
No.11 男性 19 41 
No.12 男性 18 41 
No.13 男性 36 71 
No.14 男性 16 52 
No.15 男性 29 75 
No.16 女性 12 47 
No.17 女性 13 42 
No.18 男性 24 63 
No.19 女性 27 61 
No.20 女性 24 54 
※尺度得点高群を網掛け AQ I 20.7点以上， アレキシサイミア I 51.11点以上
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付表2 感情言語化の分析の対象となった各参加者のデータの長さ
被験者No.父親 母親 好きな人物 嫌いな人物
直接的な関わり 自分に似てい 自分とは異 total（秒数） 分数
（単位，秒数） の多い人物 る人物 質な人物
No.1 352 267 15 217 41 304 461 2419 40.3 
No.2 330 370 258 327 377 358 270 2497 41.6 
No.3 230 291 389 265 402 326 393 2511 41.9 
No.4 270 438 218 196 3"5 267 306 2420 40.3 
No.5 253 240 384 402 327 387 234 2442 40.7 
No.6 41 414 215 241 246 247 269 2461 41.0 
No.7 271 419 267 376 254 212 214 2419 40.3 
No.8 351 314 187 304 398 330 262 2400 40.0 
No.9 388 275 329 178 359 387 399 2503 41.7 
No.10 302 372 26 279 289 338 349 2473 41.2 
No.1 292 336 238 237 412 209 433 2473 41.2 
No.12 322 277 357 325 192 501 328 2491 41.5 
No.13 391 261 240 319 195 364 359 2501 41.7 
No.14 432 317 257 374 363 222 238 2437 40.6 
No.15 362 239 291 204 350 492 236 2500 41.7 
No.16 334 367 353 294 246 345 31 2438 40.6 
No.17 334 370 351 217 288 301 318 2403 40.1 
No.18 385 428 313 195 293 130 378 2506 41.8 
No.19 337 358 300 210 237 373 320 2450 40.8 
No.20 337 31 317 187 365 310 355 2471 41.2 
付表3 分析②－1②－2解析用 カテゴリー数値のデータマトリクス
やりとりでの 感情 輔の 快への没入／ 感情の 同買の
異質を受容 親密な 親子間信
影響を 他者の 複ia的な 不透明な 異質な
不信勝 してくれる 受けた
ポ汗ィブ感情 不透明 浮き沈み 不快からの目避 調整 仲間 仲間 親子関保 の難しさ 間保性
気持ち 自己 自己 自己
No.1 
No.2 
No.3 
No.4 
No.5 
No.6 
No.7 
No』
No.9 
No.10 。
No.1 
No.12 
No.13 
No.14 
No.1 
No.16 
No.17 
No.1 
No.19 
No.20 
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